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本発表で指摘するのは、ミャンマー内戦との関わり

において展開してきたシャン人のナショナリズム（あ

るいは、民族主義）の言説が、隣国タイに依拠する形

でシャンの人々に共有されていることである。 

シャン人は、ミャンマー連邦シャン州を中心に東南

アジア大陸部に居住する民族であり、主にミャンマ

ー、そして、その隣国タイに居住している。ミャンマ

ーでは人口の約 9%を占める最大の少数民族であり、そ

の一部は独立（のちに自治）を訴えて武装闘争を続け

ている。その一方、シャン人はタイ系言語を話し、上

座部仏教徒が大半を占めることから、タイでは主要民

族タイ人に比較的「同化」された少数民族と位置付け

られている。 

ミャンマーからタイへの移民は比較的古くから見

られており、その人の流れは現在でも「難民」、およ

び、経済移民という形で続いている。いまや北タイの

都市、チェンマイでは人口 120 万人のうち 20 万人が

シャン人であるといわれる [Jirattikorn 2017]。 

ミャンマー内戦とシャン人との関係についてはジ

ャーナリズムや政治研究においてある程度の研究蓄

積がある[Lintner 1999; South 2008]。また、人類学

者アンポーン(Amporn Jirattikorn)は、タイ北部の都

市チェンマイにおけるシャン人の動向に注目した論

考を複数発表している。その中には、シャン人移民の

多くがミャンマー側へと帰ることは考えておらず、

「永続的に越境状態」(forever transnational)であ

ると指摘した論考や、ミャンマー側で活動をしている

武装勢力がタイに住むシャン人をターゲットにして

プロパガンダ活動を実施していることを報告したも

のがある[Jirttikorn 2011; 2015; 2017]。本稿が論

じるのは、ミャンマーとタイにまたがるシャン人のト

ランスナショナルな政治空間において政治的な言説

がいかに共有されているかである。 

2000 年代以降のシャン人のナショナリズムには、一

定の言説が共有されているように見える。その言説と

は、「シャン人はビルマ人主体とする政府に裏切られ、

自治権を収奪され、文化やアイデンティティさえも潰

されようとしている」というものである。人類学者リ

サ・マリキは、タンザニアにおけるフツ人難民キャン

プでの現地調査を通して、キャンプに住む難民が難民

キャンプという閉鎖された空間において、ひとつの言

説やアイデンティティを共有するようになったと論

じている[Malkki 1995]。しかし、シャン人は「難民キ

ャンプ」と呼べるような閉鎖的でアイデンティティや 

 

言説を共有する空間を持っているわけではない。それに

もかかわらず、広く言説が共有されているのはなぜだろ

うか。 

発表者の調査から見えてきたのは、こうした言説を支

えてきたのが、タイ側で文化・教育活動に従事する NGO

や社会市民団体(Civil Society Organization: CSO)、そし

て、ミャンマーで解放区を有し、そこで教育サービスを

提供する武装勢力だということである。発表者は 2015

年以降、タイ＝ミャンマー国境に関する調査を続け、

2018 年 8－9 月には北タイの都市チェンマイにおいて一

か月半の現地調査を実施した。現地調査で実施したの

は、シャン人の中でも「エリート」と呼びうる人々のラ

イフヒストリーの聞き書きである。 

その研究から明らかになったのは、上述の言説を支え

ているのは、タイで教育を受けたシャンの人々である。

タイ側の NGO・CSO は、その活動の中で武装勢力のス

タッフの教育にも加担している。また、ミャンマーで活

動する武装勢力とタイ側の NGO・CSO の人材には流動

性があり、両者の人材は行き来している。これらのこと

が示すのは、シャンの政治的な言説がタイにおいて再生

産され、それがミャンマーのシャンの人々においても共

有されていることである。 
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